
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育研究開発（ＦＤ） 

 

－ 学生による授業に関するアンケート 結果と授業改善 － 

 
 
 

２ ０ ２ ４  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京成徳短期大学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 1 - 



はじめに 

 

この「学生による授業評価アンケート」は、本学の教育がどのように学生に理

解され、どのような教育効果を生んでいるかを把握し、より良い授業に向け教育

開発研究を推進することを目的としている。また、アンケートは学修成果（修得・

向上できたもの）を問うことによって学生には、授業がどのような目的・ねらい

に基づいて行われていたか再確認を促し、より高い学修成果を生むことを期待

するものとなっている。そして、教員はアンケート結果を考察し、授業改善を進

めることが重要となる。 

学生と教員の双方が授業評価アンケートのねらいを共有し、教員は、常にその

目標達成のためにどのような教授方法が効果的であるかを探求する姿勢を持つ

こと、これがより質の高い授業の実現につながるものと考えており、さらなる授

業改良の方向を探るきっかけになることを期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【１】「学生による授業評価アンケート -より良い授業を目指して- 」趣旨と

目的 

「東京成徳短期大学 学生による授業評価実施規程」より 

（趣旨） 

第1条 この規程は、東京成徳短期大学教育開発研究専門委員会規程第２条の規

程に基づき、本学の教育開発研究活動等の一環として行う学生による授業評価

（以下授業評価という。）の実施と運営について必要な事項を定める。 

（授業評価の目的） 

第2条 本学が開設する授業科目について学生による評価を行い、その結果を教

員が共有し授業改善に役立てるとともに、ファカルティ・ディベロップメント

活動を促進し、本学の教育開発研究活動を推進し、教育の質の向上に資するこ

とを目的とする。 

 

【２】 実施の方法 

WEB 回答方式により実施した。企画・IR 室が教務システムUNIPAを用いて各

学生の履修科目に応じて、各学生がアンケ－トに回答する。また、多くの回答

を求めるため教員は指定の期間内(概ね授業終了までの１ヶ月間)にそれぞれの

授業内で学生に回答を求めた。  

学生の回答はそのまま企画・IR 室を経由してデータ処理業者に届き、各科

目単位で集計された。アンケートは、選択回答と記述部分とからなり、学修成

果に対する質問を設け、学生自身がその授業を履修することによって考え方や

知識・技能といった学修成果がどの程度得られたかを自己評価させている。自

由記述部分は授業構成要素（授業方法、進度、教科書・教材、板書・資料提

示、学生への対応）について、評価する点、改善を求める点それぞれを学生に

自由に記述させ、単なる感想ではなく、より良い授業につながる学生の声を求

めるものとした。 



短期大学 専任教員・非常勤講師 各位                 2024 年 6月 29日 

 東京成徳短期大学教務委員会 

ＦＤ委員会  

 

授業評価アンケートの実施のお願い ＜前期科目＞ 

 

2024年度前期「授業評価アンケート－より良い授業を目指して」を次の要領で実施いたします。 

このアンケートは、本学の教育がどのように学生に理解され、どのような教育効果を生んでいるかを

把握し、より良い授業に向け教育開発研究を推進することを目的とします。また学生には、授業がどの

ような目的・ねらいに基づいて行われていたか再確認を促し、より高い学修成果を生むことを期待する

ものです。教員・学生双方が授業アンケートのねらいを共有し、教員は、常にその目標達成のためにど

のような教授方法が効果的であるかを探求する姿勢を持つこと、これがより質の高い授業の実現につな

がるものと考えます。 

何卒ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

【対象授業】前期開講の授業（実習及び通年科目を除く） 

 

【期間】 2024年 7月 1日（月）～ 8月 6日（火） 

 

【実施方法】  

・ UNIPAを使用したWeb 回答 

学生個人のUNIPA掲示に履修授業についてアンケ－ト依頼が掲示されます。 

          

← スマ－トフォンのトップ画面での表示 

  「期限あり」の中に「授業評価回答」とメニュ－が出ます。 

   （青がかこみ部分） 

   タップすると授業評価アンケ－ト一覧が表示されます。 

   該当の授業をタップして回答します。 

 

 

 

 

 

 

お願い：回答率を上げるため可能な限り授業時間内に回答時間を設けてください。 

教員は各人の回答はみることができません。 

 

事務担当：企画・IR室 内田ir@tsu.ac.jp 

 

 



【アンケートの内容】  

 

『 授業評価アンケート ー より良い授業を目指して－ 』 

 

 

問１：あなたはこの授業の目的を理解して受講したと思いますか。 

 

（5 そう思う 4 ややそう思う 3 どちらとも言えない 2 あまりそう思わない 1 そう思わない ） 

 

 

問２：あなたはこの授業に対して真剣に取り組みましたか。（事前学習など自主的学習を含む） 

 

（5 真剣だった 4 わりと真剣だった 3 どちらとも言えない 2 あまり真剣ではなかった 1 真剣ではな

かった ） 

 

 

問３：あなたはこの授業の内容を理解できたと思いますか。 

 

（5 理解できた 4 わりと理解できた 3 どちらとも言えない 2 あまり理解できなかった 1 理解できな

かった ） 

 

 

問４：あなたがこの授業で特に向上・修得できたと思われるものを次の中から１～３つ選択してくださ

い。 

（ア） 教養・社会性 

（イ） 専門的知識・技能 

（ウ） 保育の実践力・即応力 

（エ） 課題探求力・研究意欲 

（オ） 他者と協働する力 

（カ） 責任感・倫理観 

 

【記述回答】 

問５：あなたが学修成果を得るにあたって、この授業の①方法・進度、 ②教科書・教材・資料、 ③教

員の話し方・学生への対応などについて良かった点を書いてください。  

 

 

【記述回答】 

問６：あなたが学修成果を得るにあたって、この授業の①方法・進度、②教科書・教材・資料、③教員

の話し方・学生への対応などについて改善してほしい点を書いてください。  

 

 

問７：この授業を履修して、幼児教育科の専門分野での考え方や知識、技能が身につきましたか。 

 

（5 身についた 4 わりと身についた 3 どちらとも言えない 2 あまり身につかなかった 1 身につかな

かった ） 

 

 

 





短期大学 専任教員・非常勤講師 各位                 2024 年 12月 12日 

 東京成徳短期大学教務委員会 

ＦＤ委員会  

 

授業評価アンケートの実施のお願い ＜前期科目＞ 

 

2024年度後期「授業評価アンケート－より良い授業を目指して」を次の要領で実施いたします。 

このアンケートは、本学の教育がどのように学生に理解され、どのような教育効果を生んでいるかを

把握し、より良い授業に向け教育開発研究を推進することを目的とします。また学生には、授業がどの

ような目的・ねらいに基づいて行われていたか再確認を促し、より高い学修成果を生むことを期待する

ものです。教員・学生双方が授業アンケートのねらいを共有し、教員は、常にその目標達成のためにど

のような教授方法が効果的であるかを探求する姿勢を持つこと、これがより質の高い授業の実現につな

がるものと考えます。 

何卒ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

【対象授業】後期開講の授業（実習を除く） 

 

【期間】 2024年 12月 16日（月）～2025年 1月 24日（金） 

 

【実施方法】  

・ UNIPAを使用したWeb 回答 

学生個人のUNIPA掲示に履修授業についてアンケ－ト依頼が掲示されます。 

          

← スマ－トフォンのトップ画面での表示 

  「期限あり」の中に「授業評価回答」とメニュ－が出ます。 

   （青がかこみ部分） 

   タップすると授業評価アンケ－ト一覧が表示されます。 

   該当の授業をタップして回答します。 

 

 

 

 

 

 

お願い：回答率を上げるため可能な限り授業時間内に回答時間を設けてください。 

教員は各人の回答はみることができません。 

 

事務担当：企画・IR室 内田ir@tsu.ac.jp 

 

 



【アンケートの内容】  

 

『 授業評価アンケート ー より良い授業を目指して－ 』 

 

 

問１：あなたはこの授業の目的を理解して受講したと思いますか。 

 

（5 そう思う 4 ややそう思う 3 どちらとも言えない 2 あまりそう思わない 1 そう思わない ） 

 

 

問２：あなたはこの授業に対して真剣に取り組みましたか。（事前学習など自主的学習を含む） 

 

（5 真剣だった 4 わりと真剣だった 3 どちらとも言えない 2 あまり真剣ではなかった 1 真剣ではな

かった ） 

 

 

問３：あなたはこの授業の内容を理解できたと思いますか。 

 

（5 理解できた 4 わりと理解できた 3 どちらとも言えない 2 あまり理解できなかった 1 理解できな

かった ） 

 

 

問４：あなたがこの授業で特に向上・修得できたと思われるものを次の中から１～３つ選択してくださ

い。 

（ア） 教養・社会性 

（イ） 専門的知識・技能 

（ウ） 保育の実践力・即応力 

（エ） 課題探求力・研究意欲 

（オ） 他者と協働する力 

（カ） 責任感・倫理観 

 

【記述回答】 

問５：あなたが学修成果を得るにあたって、この授業の①方法・進度、 ②教科書・教材・資料、 ③教

員の話し方・学生への対応などについて良かった点を書いてください。  

 

 

【記述回答】 

問６：あなたが学修成果を得るにあたって、この授業の①方法・進度、②教科書・教材・資料、③教員

の話し方・学生への対応などについて改善してほしい点を書いてください。  

 

 

問７：この授業を履修して、幼児教育科の専門分野での考え方や知識、技能が身につきましたか。 

 

（5 身についた 4 わりと身についた 3 どちらとも言えない 2 あまり身につかなかった 1 身につかな

かった ） 

 

 

 







【アンケートの内容】  

 

『 授業評価アンケート －より良い授業を目指して－ 』 

 

問１：あなたはこの授業の目的を理解して受講したと思いますか。 

（5 そう思う 4 ややそう思う 3 どちらとも言えない 2 あまりそう思わない 1 そう思わない ） 

 

 

問２：あなたはこの授業に対して真剣に取り組みましたか。（事前学習など自主的学習を含む） 

（5 真剣だった 4 わりと真剣だった 3 どちらとも言えない 2 あまり真剣ではなかった 1 真剣で

はなかった ） 

 

 

問３：あなたはこの授業の内容を理解できたと思いますか。 

（5 理解できた 4 わりと理解できた 3 どちらとも言えない 2 あまり理解できなかった 1 理解で

きなかった ） 

 

 

問４：あなたがこの授業で特に向上・修得できたと思われるものを次の中から１～３つ選択してくだ

さい。 

（ア） 教養・社会性 

（イ） 専門的知識・技能 

（ウ） 保育の実践力・即応力 

（エ） 課題探求力・研究意欲 

（オ） 他者と協働する力 

（カ） 責任感・倫理観 

 

【記述回答】 

問５：あなたが学修成果を得るにあたって、この授業の①方法・進度、 ②教科書・教材・資料、 ③

教員の話し方・学生への対応などについて良かった点を書いてください。  

 

 

【記述回答】 

問６：あなたが学修成果を得るにあたって、この授業の①方法・進度、②教科書・教材・資料、③教

員の話し方・学生への対応などについて改善してほしい点を書いてください。  

 

 

問７：この授業を履修して、幼児教育科の専門分野での考え方や知識、技能が身につきましたか。 

（5 身についた 4 わりと身についた 3 どちらとも言えない 2 あまり身につかなかった 1 身につ

かなかった ） 



【３】 集計結果と考察・授業改善コメントの方法 

 

集計されたアンケート結果は、各教員に通知され、その結果から読み取った内容と

授業改善についてのコメントを作成した。 

また、自由記述に関しても、評価できる点、改善を求める点について、学生の学習

成果との関連で読み解くことができ、どのような改善点を求めているか、そのことによっ

て一つの授業改善の方向が見通せるものと考える。 

授業アンケートの結果のコメントと授業改善について認められるものがあれば、そこ

について公表・情報共有し、お互いの授業改善に向けた一つの動きになることを期待

したい。 

 

集計されたアンケート結果は、各教員に通知され、その結果から読み取った内容と

授業改善についてのコメントを作成した。アンケートの結果の集計に際しては、問 7 学

修成果の回答と、問 1、2、3、4 の回答と集計を行い、授業要素「授業目的の理解」「学

習の意欲・姿勢」「授業内容の理解」とをクロス集計表及びグラフによって表示し、学修

成果をあげる授業要素について考察できる形としている。また、自由記述に関しても、

評価できる点、改善を求める点について、学生の学修成果との関連で読み解くことが

でき、学修成果の評価が低い学生は、どのような改善点を求めているか、そのことによ

って一つの授業改善の方向が見通せるものと考える。 

また、これまでの授業改善の結果として効果が認められた点のコメントの記載も依頼

している。授業アンケートの結果のコメントと授業改善について、経年実施の成果とし

て認められるものがあれば、そこについて公表・情報共有し、お互いの授業改善に向

けた一つの動きになることを期待したい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 学科全体の集計結果 
 
 

＜結果の表とグラフ＞ 
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2489 名

1680 名

5 4 3 2 1 回答なし
当該科目
の平均

全科目
の平均

1 68.7 27.6 3.0 0.5 0.2 0.0 4.64 4.64

2 66.1 29.6 3.4 0.6 0.1 0.2 4.61 4.61

3 57.9 35.5 4.9 1.1 0.3 0.4 4.50 4.50

教養・
社会性

専門的知識
・技能

保育の実践
力・即応力

課題探求力
・研究意欲

他者と協働
する力

責任感・
倫理観

48.8 72.1 52.6 26.5 22.4 17.6

5

6

7 63.7 25.5 4.0 0.7 0.8 5.2 4.59 4.59

【授業アンケート結果及び改善のコメント】

東京成徳短期大学

この授業を履修して、幼児教育科の専門分野での考え
方や知識、技能が身につきましたか。

別記配布

別記配布

あなたが学修成果を得るにあたって、この授業の①方
法・進度、 ②教科書・教材・資料、 ③教員の話し方・学
生への対応などについて良かった点を書いてください。

あなたが学修成果を得るにあたって、この授業の①方
法・進度、②教科書・教材・資料、③教員の話 し方・学生
への対応などについて改善してほしい点を書いてくださ
い。

設問文

あなたはこの授業の目的を理解して受講したと思います
か。

あなたはこの授業の内容を理解できたと思いますか。

あなたはこの授業に対して真剣に取り組みましたか。（事
前学習など自主的学習を含む）

あなたがこの授業で特に向上・修得できたと思われるも
のを次の中から１～３つ選択してください。4

67.5%

授業に関するアンケート ― より良い授業を目指して ―

２０２４年度　前期

科 目コード ：

授業科目名 ：

担当教員名 ：

全体 回答者数：

回 答 率 ：

履修者数：

48.8 

72.1 

52.6 

26.5  22.4  17.6 
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問４ －教育目標及びディプロマ・カリキュラム

ポリシーに対する学生回答－
(%)

※ 分子はそれぞれの回答数／分母は回答者数で算出しています。

68.69047619

66.07142857

57.85714286

63.7 

27.55952381

29.64285714

35.47619048

25.5 

3.035714286

3.392857143

4.94047619

4.0 

0.535714286

0.595238095

1.071428571

0.7 

0.178571429

0.05952381

0.297619048

0.8 

0

0.238095238

0.357142857

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

7

問１,２,３,７の回答率グラフ

5 4 3 2 1 回答なし （％）



2489 名

1680 名

①問７（学修成果）「５」の回答と問１,２,３,４の回答のクロス集計

5 4 3 2 1 回答なし

1 56.4 7.1 0.1 0.1 0.0 0.0

2 53.2 9.6 0.6 0.2 0.0 0.2

3 50.5 12.4 0.5 0.0 0.1 0.2
教養・
社会性

専門的知識
・技能

保育の実践
力・即応力

課題探求力
・研究意欲

他者と協働
する力

責任感・
倫理観

32.5 46.3 35.4 17.7 15.1 12.7

①問７（学修成果）「４」の回答と問１,２,３,４の回答のクロス集計 5

5 4 3 2 1 回答なし

1 7.4 17.2 0.8 0.1 0.0 0.0

2 8.0 16.3 1.1 0.1 0.0 0.1

3 3.8 19.7 1.7 0.2 0.0 0.1
教養・
社会性

専門的知識
・技能

保育の実践
力・即応力

課題探求力
・研究意欲

他者と協働
する力

責任感・
倫理観

11.4 19.2 12.5 6.5 5.4 3.5

①問７（学修成果）「３，２，１，回答なし」の回答と問１,２,３,４の回答のクロス集計 5

5 4 3 2 1 回答なし

1 63.8 24.3 0.8 0.2 0.0 0.0

2 61.2 25.8 1.7 0.2 0.0 0.2

3 54.3 32.1 2.2 0.2 0.1 0.3
教養・
社会性

専門的知識
・技能

保育の実践
力・即応力

課題探求力
・研究意欲

他者と協働
する力

責任感・
倫理観

43.9 65.5 47.9 24.2 20.4 16.2

あなたはこの授業の目的を理解して受講したと思いますか。

あなたはこの授業に対して真剣に取り組みましたか。（事前学習など自主的
学習を含む）

あなたはこの授業の内容を理解できたと思いますか。

4
あなたがこの授業で特に向上・修得できたと思われるものを次の中から１～
３つ選択してください。

あなたはこの授業に対して真剣に取り組みましたか。（事前学習など自主的
学習を含む）

あなたはこの授業の内容を理解できたと思いますか。

4
あなたがこの授業で特に向上・修得できたと思われるものを次の中から１～
３つ選択してください。

設問文

設問文

あなたはこの授業の目的を理解して受講したと思いますか。

設問文

あなたはこの授業の目的を理解して受講したと思いますか。

あなたはこの授業に対して真剣に取り組みましたか。（事前学習など自主的
学習を含む）

あなたはこの授業の内容を理解できたと思いますか。

あなたがこの授業で特に向上・修得できたと思われるものを次の中から１～
３つ選択してください。4

東京成徳短期大学回答者数：

アンケート結果クロス集計-問７（学修成果）と各問の回答との関係

２０２４年度　前期履修者数：全体
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5 4 3 2 1 回答なし （％）
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43.9 
65.5 

47.9 

24.2  20.4  16.2 

0
20
40
60
80

100

教
養
・

社
会
性

専
門
的
知
識

・
技
能

保
育
の
実
践

力
・
即
応
力

課
題
探
求
力

・
研
究
意
欲

他
者
と
協
働

す
る
力

責
任
感
・

倫
理
観

問４＜「学習成果」とのクロス集計＞問７で3,2,1と回答したグラフ
(%)



2830 名

1344 名

5 4 3 2 1 回答なし
当該科目
の平均

全科目
の平均

1 72.2 24.0 2.7 0.6 0.5 0.0 4.67 4.67

2 69.0 27.0 3.3 0.4 0.1 0.1 4.65 4.65

3 61.2 32.1 4.7 1.4 0.3 0.3 4.53 4.53

教養・
社会性

専門的知識
・技能

保育の実践
力・即応力

課題探求力
・研究意欲

他者と協働
する力

責任感・
倫理観

48.6 75.3 54.8 21.8 17.9 10.8

5

6

7 60.6 26.6 3.6 0.4 1.0 7.8 4.58 4.58

【授業アンケート結果及び改善のコメント】

東京成徳短期大学

47.5%

授業に関するアンケート ― より良い授業を目指して ―

２０２４年度　後期

科 目コード ：

授業科目名 ：

担当教員名 ：

全体 回答者数：

回 答 率 ：

履修者数：

設問文

あなたはこの授業の目的を理解して受講したと思います
か。

あなたはこの授業の内容を理解できたと思いますか。

あなたはこの授業に対して真剣に取り組みましたか。（事
前学習など自主的学習を含む）

あなたがこの授業で特に向上・修得できたと思われるも
のを次の中から１～３つ選択してください。4

この授業を履修して、幼児教育科の専門分野での考え
方や知識、技能が身につきましたか。

別記配布

別記配布

あなたが学修成果を得るにあたって、この授業の①方
法・進度、 ②教科書・教材・資料、 ③教員の話し方・学
生への対応などについて良かった点を書いてください。

あなたが学修成果を得るにあたって、この授業の①方
法・進度、②教科書・教材・資料、③教員の話 し方・学生
への対応などについて改善してほしい点を書いてくださ
い。
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問４ －教育目標及びディプロマ・カリキュラム

ポリシーに対する学生回答－
(%)

※ 分子はそれぞれの回答数／分母は回答者数で算出しています。

72.17261905

69.04761905

61.23511905

60.6 

24.0327381

27.00892857

32.06845238

26.6 

2.678571429

3.273809524

4.6875

3.6 

0.595238095

0.37202381

1.413690476

0.4 

0.520833333
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0.297619048

1.0 

0

0.148809524
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7

問１,２,３,７の回答率グラフ

5 4 3 2 1 回答なし （％）



2830 名

1344 名

①問７（学修成果）「５」の回答と問１,２,３,４の回答のクロス集計

5 4 3 2 1 回答なし

1 55.0 5.2 0.2 0.0 0.2 0.0

2 52.5 7.6 0.4 0.1 0.0 0.1

3 49.8 9.8 0.7 0.1 0.0 0.2
教養・
社会性

専門的知識
・技能

保育の実践
力・即応力

課題探求力
・研究意欲

他者と協働
する力

責任感・
倫理観

30.1 46.3 35.6 14.4 11.5 7.7

①問７（学修成果）「４」の回答と問１,２,３,４の回答のクロス集計 5

5 4 3 2 1 回答なし

1 9.7 15.9 0.9 0.1 0.0 0.0

2 9.4 16.1 1.0 0.0 0.0 0.0

3 4.8 19.4 1.9 0.4 0.0 0.1
教養・
社会性

専門的知識
・技能

保育の実践
力・即応力

課題探求力
・研究意欲

他者と協働
する力

責任感・
倫理観

12.5 20.2 14.4 5.5 4.4 2.5

①問７（学修成果）「３，２，１，回答なし」の回答と問１,２,３,４の回答のクロス集計 5

5 4 3 2 1 回答なし

1 64.7 21.1 1.1 0.1 0.2 0.0

2 61.8 23.7 1.5 0.1 0.0 0.1

3 54.6 29.2 2.5 0.5 0.0 0.3
教養・
社会性

専門的知識
・技能

保育の実践
力・即応力

課題探求力
・研究意欲

他者と協働
する力

責任感・
倫理観

42.6 66.4 50.0 19.9 15.8 10.1

アンケート結果クロス集計-問７（学修成果）と各問の回答との関係

２０２４年度　後期履修者数：全体

設問文

あなたはこの授業の目的を理解して受講したと思いますか。

あなたはこの授業に対して真剣に取り組みましたか。（事前学習など自主的
学習を含む）

あなたはこの授業の内容を理解できたと思いますか。

あなたがこの授業で特に向上・修得できたと思われるものを次の中から１～
３つ選択してください。4

東京成徳短期大学回答者数：

設問文

あなたはこの授業の目的を理解して受講したと思いますか。

あなたはこの授業に対して真剣に取り組みましたか。（事前学習など自主的
学習を含む）

あなたはこの授業の内容を理解できたと思いますか。

4
あなたがこの授業で特に向上・修得できたと思われるものを次の中から１～
３つ選択してください。

設問文

あなたはこの授業の目的を理解して受講したと思いますか。

あなたはこの授業に対して真剣に取り組みましたか。（事前学習など自主的
学習を含む）

あなたはこの授業の内容を理解できたと思いますか。

4
あなたがこの授業で特に向上・修得できたと思われるものを次の中から１～
３つ選択してください。
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問４＜「学習成果」とのクロス集計＞問７で5と回答したグラフ
(%)
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問１,２,３＜「学習成果」とのクロス集計＞問７で4と回答したグラフ

5 4 3 2 1 回答なし （％）
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問４＜「学習成果」とのクロス集計＞問７で4と回答したグラフ
(%)
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問１,２,３＜「学習成果」とのクロス集計＞問７で3,2,1と回答したグラフ

5 4 3 2 1 回答なし （％）
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問４＜「学習成果」とのクロス集計＞問７で3,2,1と回答したグラフ
(%)



【４】 アンケート結果の分析と評価 

   

 本アンケートは、全科目、全教員での実施を基本としている。2024 年度のアンケート対象

者（履修者数）は、合計 5,319 名（前期・後期）であった。うち回答者数は、3,024 名で、回

答率は、56.9％（59.8%（2023 年度））であった。 

本学における該当科目、該当教員のすべてにおいてアンケートを実施した。本年は WEB ア

ンケートとして、学生による回答は、ネットを通じて学外の委託業者に送られ、集計が行わ

れた後、企画・IR 室を経由して担当教員に科目単位で結果が通知された。 

なお、同一科目を複数教員が担当した場合は、担当者単位で集計・通知を行い、コメント

も依頼した。 

 

① 科目開設時期による集計結果 

 

2024 年度のアンケートの東京成徳短期大学幼児教育科全体の科目開設(アンケート実施)時

期による結果(平均値)は、下表のとおりである。 

なお、参考として( )内には 2023 年度の平均値を示す。 

 

 質 問 内 容 前 期 後期(通年科目を含む) 年 間 

問１ 授業目的の理解 4.64（4.62） 4.67（4.61） 4.65（4.62） 

問２ 授業姿勢 4.61（4.59） 4.65（4.59） 4.63（4.59） 

問３ 授業内容の理解 4.50（4.51） 4.53（4.44） 4.51（4.48） 

問４ 修得・向上できたもの

(教育目標、カリキュラムポリ

シー・ディプロマポリシーに

対する回答) 

次の表のとおり 

問５・

６ 

自由記述 各科目で集約 

問７ 学修成果 4.59（4.50） 4.58（4.51） 4.58（4.51） 

 

 問１「授業目的の理解」では平均値は高く、授業目的の理解は達成できていると考えられ

る。問２「授業姿勢」についても、同様に平均値は高く、学生は授業に真剣に取り組んだと評

価できる。問３「授業内容の理解」についても、前期は昨年度を下回ったが、後期は通年科目

も含むが平均値は改善しており、授業内容の理解は概ねできていると考えられる。 

  

 

 

 

 

 



 

問４「この授業で特に向上・修得できたと思われるもの(１～３つ選択)」の結果は以下のと

おりであった。参考として( )内には 2023 年度の値を示す 

 

 

ア〜カの項目ごとにアンケート回答者数に対する項目選択者数を比率で示す。 

ア～カは、ディプロマ・ポリシー及び幼児教育科学習成果から抽出された本学における学

びの柱となる項目である。学生にはア～カの中から１～３項目の範囲で選択を求めた。 

「イ：専門的知識・技能」については、前期 72.1％、後期 75.3％と他項目と比較し高い値

を示した。多くの学生が履修科目全体を通して専門知識・技術の修得を実感していると考え

られる。次いで「ウ：保育の実践力・即応力」が高かった。3 番目は「ア：教養・社会性」で

あった。また、後期の結果では上記 3 つの値はより高くなり、学修を通じて選択がより顕著

になる傾向がみられる、その一方で「エ：課題探求力・研究意欲」、「オ：他者と協働する力」、

「カ：責任感・倫理観」が下がるため年間を通じての学修機会を設けるなどの計画的な配慮

が必要かと思われる。 

問 4では、回答者が選択できる項目数を 1～3の範囲と限定している。選択肢の順番が後ろ

の項目ほど選択される数が少なくなる傾向も認められるため、上限を定めずに実施するなど

回答方法の変更についても今後の検討課題と言える。 

問 5・6は、記述回答であった。 

問 5は、「学修成果を得るにあたって①方法・進度、②教科書・教材・資料、③教員の話し

方・学生への対応などについて良かった点」、問６は、「学修成果を得るにあたって①方法・

進度、②教科書・教材・資料、③教員の話し方・学生への対応などについて改善してほしい

点」とした。各授業に対する具体的な学生の記述回答を報告し、今後の授業改善に活用でき

るよう各授業担当者へ報告した。各教員のアンケート結果のコメント、授業改善を参照して

いただきたい。 

問 7「この授業を履修して、幼児教育科の専門分野での考え方や知識、技能が身につきまし

たか」は、この授業アンケートで最も重視したい項目である。問 7 については、前期は 4.59、

後期は 4.58 であった。 

昨年度は結果の集計に際して、問 7 の学修成果に対する低い回答数自体が少数であること

もあり、成績と問１，２，３，７の回答の各関連性を相関係数により示したが、今年度は、問

7の学修成果の回答の特に高い「5」 グループ、高い「4」グループ、学修成果が比較的低い

修得・向上できたもの 前期 後期(通年科目を含む) 年間 

ア：教養・社会性 48.8％（48.8％） 48.6％（48.4％） 48.7％（48.6％） 

イ：専門的知識・技能 72.1％（71.5％） 75.3％（70.9％） 73.5％（71.2％） 

ウ：保育の実践力・即応力 52.6％（55.8％） 54.8％（53.8％） 53.6％（54.8％） 

エ：課題探求力・研究意欲 26.5％（20.3％） 21.8％（16.5％） 24.4％（18.4％） 

オ：他者と協働する力 22.4％（15.2％） 17.9％（13.9％） 20.4％（14.5％） 

カ：責任感・倫理観 17.6％（12.5％） 10.9％（8.9％） 14.6％（10.7％） 



「3・2・1、回答なし」のグループに分けて、問 1、２、３の回答とクロス集計して示した。 

問 7 の学修成果の高低による他の設問への回答傾向を把握したうえで授業改善に生かす意

図があるが、そもそも問 7の回答が特に高い「5」に集中しているためクロス収集計の結果考

察は限定的であるが、高い「4」グル－プにおいてはクロス集計の回答 5～1 において 4 の値

の高く、学修成果にたいして他の授業目的の理解、姿勢、内容の理解が今一つ及ばなかった

傾向を表しているといえる。ただ、この結果を各科目レベルで授業改善に生かす分析方法と

しての有効性については検討の必要がある。 

 

② 履修科目の区分による集計結果 

教育課程表における履修科目の区分ごと（必修科目、選択必修科目、選択科目）の集計結果

は以下のとおりである。 

必修科目の履修者数は、605 名、回答者は 358 名で、回答率は 59.2％であった。 

選択必修科目の履修者は、467 名、回答者は 252 名で、回答率は 54％であった。 

選択科目の履修者数は、4,247 名、回答者は 2,414 名で、回答率は 56.8％であった。 

アンケート結果は、下表のとおりであった。 

なお、( )は 2023 年度の平均値を示す。 

 

 質問内容 必修科目 卒業選択必修科目 選択科目 

問 1 授業目的の理解 4.65（4.59） 4.68（4.70） 4.65（4.65） 

問 2 授業姿勢 4.60（4.60） 4.68（4.70） 4.63（4.58） 

問 3 授業内容の理解 4.47（4.47） 4.56（4.63） 4.51（4.47） 

問 4 修得・向上でき

たもの(教育目標、

カリキュラムポリシ

ー・ディプロマポリシ

ーに対する回答) 

次表のとおり 

問 5・6 自由記述 各科目で集約 

問 7 学修成果 4.61（4.47） 4.57（4.63） 4.58（4.47） 

 

 問 1 から問 7の全般にわたり、高い平均値を示した。 

 幼児教育科の学生のほとんどが保育者を目指しており、どの授業も大事な科目として取り

組んでいることと考えられる。 

  

 

 

 

 

 

 



問 4「この授業で特に向上・修得できたと思われるもの(１～３つ選択)」の結果は、以下のと

おりであった。参考として( )内には 2023 年度の値を示す 

 

  

イの「専門的知識・技能」は、必修科目 65.1％、選択必修科目 71.0％、選択科目 75.0％で

あり、いずれの科目区分においても最も多くの回答者に修得・向上できたものとして選択さ

れている。 

選択科目において、イの「専門的知識・技能」に次いで多くの回答者に選択された項目は、

ウの「保育の実践力・即応力」であった。必修科目と選択必修科目において、イの「専門的知

識・技能」に次いで多くの回答者に選択された項目は、アの「教養・社会性」であった。 

つまり、学生は選択科目の履修を通して専門的な知識や技能、保育の実践力や即応力を主

に修得し、必修科目及び選択必修科目の履修を通して専門的知識や技能、教養と社会性を主

に修得していると実感していることが伺える。 

エの「課題探求力・研究意欲」については、特に必修科目において高い数値が認められた。

このことは、卒業必修科目とされる 6 科目の中に「課題研究 A」「課題研究 B」という研究実

施とその成果発表・報告を重視する 2 つの科目が含まれ、それが卒業必修科目全体の 3 分の

1にあたることによると考えられる。 

以上の結果から、カリキュラム・ポリシーとして掲げている「専門的知識と研究意欲」、「保

育の実践力・即応力」、「豊かな人間性と社会性を育てるための教養科目の充実」などの方針

に基づいたカリキュラム編成における履修を通して、履修者自身それらの力が向上・修得で

きた自覚が持てていることが確認でき、カリキュラム編成の妥当性が認められる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修得・向上できたもの 必修科目 選択必修科目 選択科目 

ア：教養・社会性 45.8％（52.2％） 46.8％（53.3％） 49.3％（47.4％） 

イ：専門的知識・技能 65.1％（65.4％） 71.0％（68.3％） 75.0％（72.1％） 

ウ：保育の実践力・即応力 41.6％（37.6％） 32.1％（35.9％） 57.6％（58.9％） 

エ：課題探求力・研究意欲 40.8％（36.5％） 24.2％（20.0％） 22.0％（17.0％） 

オ：他者と協働する力 32.1％（22.0％） 25.4％（19.0％） 18.1％（13.4％） 

カ：責任感・倫理観 15.9％（11.3％） 15.9％（5.4％） 14.3％（11.5％） 



③ カリキュラムマップにおける科目群による集計 

2024 年度入学生から履修系統図及びカリキュラムマップに基づいた履修指導を行い、また、

教学システムによる学修成果の可視化を行っている。 

カリキュラムマップのベースとなる科目群ごとの問１，２，３，７の平均値を集計した。 

 

 

 科目群ごとの問 4「この授業で特に向上・修得できたと思われるもの(１～３つ選択)」の結

果は以下のとおりであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（平均得点）

問1 問2 問3 問7

授業目
的の理

解

授業姿
勢

授業内
容の理

解

学修成
果

1
初年次教育　課題解決・
研究力

① ④ ⑤ ***4.73 **4.63 *4.58 4.48

2 基礎教養 ① **4.66 **4.67 4.53 4.16

3
教育・保育の基礎・本
質・目的

② **4.61 *4.57 4.41 4.27

4 教育・保育の対象理解 ② *4.58 *4.56 4.35 4.29

5 教育・保育の内容・方法 ② ③ **4.65 **4.62 *4.51 4.31

6 教育・保育実習・実践 ③ ④ ⑤ ***4.76 ***4.73 **4.63 4.28

＊＊＊4.70以上

＊＊4.60以上

＊4.50以上

（主な）関連DP科目群

ア教
養・社
会性

イ専門的知
識・技能

ウ保育の実
践力・即応
力

エ課題探求
力・研究意
欲

オ他者と協
働する力

カ責任
感・倫
理観

1
初年次教育　課題解
決・研究力

① ④ ⑤ *36.3% **55.3% 34.20% ***56.8% 43.2% 20.0%

2 基礎教養 ① **46.9% ***71.2% *35.0% 23.9% 25.9% 15.6%

3
教育・保育の基礎・本
質・目的

② **65.8% ***76.0% *39.8% 24.3% 13.6% 21.8%

4 教育・保育の対象理解 ② **61.2% ***80.4% *45.1% 22.4% 8.2% 20.8%

5
教育・保育の内容・方
法

② ③ *43.7% ***74.4% **62.6% 21.6% 19.7% 11.8%

6 教育・保育実習・実践 ③ ④ ⑤ *48.2% ***75.9% **73.3% 19.0% 26.7% 8.2%

***科目群内最高値

**科目群内2番目に高値

*科目群内3番目に高値

問4　この授業で特に向上・修得できたもの（１～３つ選択）

（主な）関連DP科目群



 

ディプロマ・ポリシー 

① 社会生活や職業生活において必要な教養と社会性、基礎的技能を備えている。 

② 保育者として必要な専門的知識を修得している。 

③ 教育・保育の場で必要となる専門的技能を修得し、実践力・即応力を発揮できる。 

④ 課題を探求し解決する力を備えている。 

⑤ 職業人として求められる責任感と倫理観及び他者と協働する力を修得している。 

 

科目群１「初年次教育 課題解決・研究力」と科目群６「教育・保育実習・実践」では、問

１の「授業目的の理解」がどちらも 4.73 と 4.76 という科目群での最大値を示している。 

科目群１は、卒業必修として開設している「幼児教育基礎演習」、「課題研究 A」、「課題研究

B」である。科目群１については、問 2「授業姿勢」、問 3「授業内容の理解」も高く、履修者

は目的をよく理解し、真剣に取り組み、内容をよく理解できている様子が伺える。また、問 4

「特に向上・修得できたもの」で最も高い項目はエ「課題探求力・研究意欲」、次いでイ「専

門的知識・技能」であり、次に高い項目はア「教養・社会性」であるが昨年度は項目のなかで

最も高く 66.2％であったが、今年度は 36.3％となっている。この科目群の主な関連 DP であ

る DP①、DP④、DP⑤との整合性が確認できる。 

科目群６は各実習指導の科目及び「教職実践演習（幼稚園・保育所）」で構成されている。

問 1「授業目的の理解」は 4.76 と高く、この値は他科目群と比較して最も高いものであった。

また、問 2「授業姿勢」も 4.73 と高く、実習指導関連や教職実践演習の科目は、取り組まれ

る実習について目的をよく理解し、他高い目的意識を持って実習に臨んでいることが推察さ

れる。また、問 4「特に向上・修得できたもの」では、最も高い項目はイ「専門的知識・技能」、

次いでウ「保育の実践力・即応力」、その次がア「教養・社会性」である。この科目群の主な

関連 DP である DP③、④、⑤のうち、履修生が向上・修得したものとして自覚の高かった項目

は DP③であることが認められ、保育者として必要な専門的知識を深め自信となった上で保育

の実践力・即応力が向上したと思われる。 

科目群２「基礎教養」は、問 4「特に向上・修得できたもの」として最も高い項目はイ「専

門的知識・技能」の 72.8％であり、次いで高い項目はア「教養・社会性」であった。この科

目群の主な関連 DP は①の「教養と社会性」であるが、履修者が向上・修得したものとして自

覚が高かったのは専門的知識・技能であったことが伺える。この科目群を構成している「情

報機器の操作」、「外国語コミュニケーション」、「健康・身体運動科学」等は、カリキュラム全

体の中では教養科目としての位置づけであり、履修者も社会生活・職業生活において汎用的

に活用可能な知識や技能を得ていると考えられるが、各科目の授業内容はそれぞれが専門的

なものであるためこのような結果になったと考えられる。 

科目群３「教育・保育の基礎・本質・目的」及び科目群４「教育・保育の対象理解」で問４

「特に向上・修得できたもの」として最も高かったのはイ「専門的知識・技能」であった。次

いでア「教養・社会性」、その次がウ「保育の実践力・即応力」であった。この科目群の主な

関連 DP は DP②であるが、履修生の多くが向上・修得したものとして挙げたものと一致して

いる。 



科目群５「教育・保育の内容・方法」では、問４「特に向上・修得できたもの」として最も

高かったイ「専門的知識・技能」であり、次いでウ「保育の実践力・即応力」であった。この

科目群の主な関連 DP は②、③であるが、履修生が向上・修得したものとして自覚の高かった

項目とも一致している。 

問４「特に向上・修得できたもの」で、カの「責任感・倫理観」が特に高かった科目群は、

科目群３「教育・保育の基礎・本質・目的」と科目群４「教育・保育の対象理解」であった。

また、オ「他者と協働する力」がもっとも向上・修得できた科目群は、科目群１の「初年次教

育 課題解決・研究力」であった。 

 問 7「学修成果」の科目群ごとの平均得点が他に比べると低くなっており、昨年度と比べて

軒並み低下しており、履修者が成果として意識できなかったことが新たな課題となっている。 


